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〈特集〉 

道内の特別支援学級及び通級による指導におけるＩＣＴ活用実践 

 

千歳市立北進小中学校の取組 

（校長 野 澤 孝 志） 

 
はじめに 

 本校は、昭和35年４月に千歳市立千歳小学校の特殊学級として誕生し、町内の児童会館内で授業を開始

しました。昭和37年には千歳市立千歳中学校特殊学級も併設され、昭和38年現在地（千歳市北栄１丁目２

番６号）に新校舎が完成し、独立校舎を持つ全国的にも珍しい特殊学級となりました。そして、昭和46年

に独立校に昇格し、千歳市立北進小学校・千歳市立北進中学校となりました。 

 以来、特別支援学級（平成19年４月１日、特殊学級から名称変更）のみの学校として、障がいのある児

童生徒の自立と社会参加を目指し、保護者、地域及び関係機関との連携のもと、小中９年間の学びを大切

にした教育活動を進めています。 

 

１ 研究の概要 

本校では、「自己表現の力を育成する授業づくり～ＩＣＴ

の活用の可能性を探る～」を研究主題として、校内研究に取

り組んでいます。 

令和３年度までの研究の中で、発達段階に応じた指導の

「システム化」、指導項目に対応した「フォーマット」作り

に取り組んできたことを活かし授業改善を図るとともに、Ｉ

ＣＴを授業に取り入れるだけではなく、目標達成のために有

効であったか、児童生徒の発達段階に結び付いた活用であっ

たかについて検証しました。 

 

本校の令和４年度の重点目標「自分の考えを

もち、表現しようとする子どもの育成～『担い』

『認め合う』ことで培う自己有用感」を踏まえ、

児童生徒がこれまで培ってきた力を表現する一

つの方法として、授業や日常生活の中でＩＣＴ

を活用していけるよう取り組んでいます。 

 

 

 

本校の研究に係り、北海道立特別支援教育センター、千

歳市教育委員会ＩＣＴサポーター及び石狩教育局義務教育

指導班等との連携の下、「ＩＣＴの効果的な活用につい

て」、「他校におけるタブレット活用について」をテーマ

にした理論研修の開催、全教員による研究授業・授業公開

等の実践交流を通して研究を推進しています。 

 

 

 

システム化 

【発達段階別の指導のシステム化（一部）】 

 

【「フォーマット」（一部）】 

【研究授業・授業公開の様子】 
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２ ＩＣＴの効果的な活用を図る研究の取組 

  本校の研究では、「授業・活用実践シート」を活用

し、全教員が一人１事例を持ち寄り実践交流を行って

います。実践交流を行うことによって、新たなＩＣＴ

活用の方法を発見したり、相互に教え合ったりしなが

ら、教員のＩＣＴ活用能力を高めていくことができま

した。さらに「授業・活用実践シート」に授業の内容

の要点を記載することにより、「学習の振り返りにお

ける言語活動」や「共同編集を活用した協働的な学

び」を意識した授業づくりをすることもできました。 
 

また、本校の研究において「千歳市立北進小中

学校 情報活用能力の体系表」を取りまとめまし

た。文部科学省や北海道教育委員会から出されて

いる「情報活用能力の体系表」を参考に、これま

での授業実践を踏まえて取りまとめ、今後の授業

づくりの指標として活用していきます。次年度以

降も実践事例を参考に改定していく予定になって

います。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

３ 成果と課題 

  本校の研究を通して、全教員がＩＣＴを活用することにより、「学習の振り返りにおける言語活動」

や「共同編集を活用した協働的な学び」など、児童生徒の自己表現する場面を意図的に設定する授業改

善を図ることができました。今後は、資質・能力を育成するための、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業の改善、充実を図るため、校内におけるＩＣＴを活用した教材の共有などを推進する必要

があります。 
  障がいの状態が多様な児童生徒が在籍する本校において、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向

けたＩＣＴの効果的な活用について、今後も検証を続けていきたいと考えています。 
 

【授業・活用実践シート】 

 

【千歳市立北進小中学校情報活用能力の体系表の一部】 

講評「ＩＣＴ活用の意図を明確にした授業改善を」 

北海道立特別支援教育センター教育課主査 音 羽 孝 文 

 千歳市立北進小中学校には、多様な実態の児童生徒が共に学ぶための特色ある取組が見られます。言

語獲得前の児童生徒が、興味・関心の高い教材を介してやりとりの基礎を習得する指導から、就労や社

会参加を見据え、状況に応じた会話や振る舞いを身に付ける指導まで、実態に応じた目標と手立てを段

階別に整理し、ねらいや場面に応じてＩＣＴを効果的に活用する点や、「学習の振り返りにおける言語

活動」、「共同編集を活用した協働的な学び」の成果等は、特別支援学級での指導の充実に向け大変参

考になります。ＩＣＴ活用の意図や場面等について、児童生徒の姿を通した検証を続けることにより、

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が一層進展することを期待しています。 

北海道立特別支援教育センターの所員が、学校を訪問し取材した
実践事例について、こちらから紹介します。 
 
 

 
実践事例提供協力者 

・小学部 教諭 益 山 友 和、鷲 頭 未 和 
・中学部 教諭 齋 藤   育、髙見澤   駿 
・通級担当教諭 藤 谷 健太郎、山 内 由加里 

URL：http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1075 

【ＩＣＴ活用実践事例】 

 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1075

